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　７月14日より２日間にわたって梅雨空の続く西新

宿の京王プラザホテルを主会場に第１回日本在宅医

療連合学会大会が開催された。今大会のテーマは

「ひとつになる　医療 福祉 介護 行政との協働　連

携から統合へ　まちづくりに向けて」であった。初

日の開会式では森 清 大会長（東大和ホームケアク

リニック院長）から、「この新しく開催された学会

は日本在宅医学会と日本在宅医療学会が本年５月に

合併したことにより、多くの在宅関係者が一つにな

る機会が生まれた。共生社会を目指すまちづくりか

らも在宅医療関連学会がますます重要になるであろ

う。」との挨拶があった。一般演題数は初回にもか

かわらず498題にのぼった。またシンポジウム数は

54題と多岐にわたり、全国から多数の参加者が会場

内を慌しく移動しながら聴講した。

　今回、学会の特徴的なプログラムとして在宅医療

インテグレーター交流会があった。各自が交流を通

して統合のプロセスを検証しようと、全国の在宅関

係者が一つのテーマごとにじっくり語り会う場所が

設けられた。例えば死別の悲しみに寄り添うグリー

フケアやスピリチュアルケアについて、さらには若

手多職種の交流における問題など在宅の中核をなす

話題について約１時間のなかで、その部門のリーダ

ーが司会役になりながら参加者間で熱い議論をかわ

した。また初日の新学会創立記念では在宅医療は21

世紀のイノベーションであるとの視点から講演があ

った。また特別講演では地域包括ケアシステムの深

化に向けた展望－価値共創モデルを用いたチェンジ

マネジメントのすすめと死を生きるについて、基調

講演では２題がエントリーされた。１題目は在宅

医療のコアコンピテンシーとプリンシプルについ

て、２題目は「在宅医療」改め、新時代の臨床技法

“proactive approach”の提唱～人を医す中医、地

域を医す大医を目指して～についてであった。

　その他盛りだくさんの内容と企画ものがなされ

た。その中で、最も印象深かったのは、在宅医学の

今後の展開について、石垣泰則氏（医療法人悠輝会

コーラルクリニック院長）の講演であった。氏によ

れば本来在宅医療は我が国において古来実践されて

いた医療であり、国宝である医心方には、一千年以

上昔の往診時における医療のあり方、すなわち疾病

の診断治療のみならず臨床倫理の重要性や家族に対

する配慮の必要性が記載されていた。在宅医学は疾

病に関する医学だけでなく患者の人間学あるいは医

師の行動学を包括した学問である。今後ダイナミッ

クに変化する医療情勢に翻弄されず、在宅医療を学

際的に探求し、医療人を育て、世に発信することが

求められると説いた。氏は日本在宅医学会代表理事

を長らく歴任され、在宅医療に精通した方である。

この２日間を通して大会運営者の在宅部門に関する

並々ならぬ熱意と職場意識を強く感じた学会であっ

た。

　参加者の一人として新たな本学会の門出を祝うと

共にさらなる盛会を期待する次第である。なお、こ

の学会の地域フォーラムの第１回目が札幌市教育文

化会館で９月14日から２日間にわたり開催されるこ

とが決まっている。また別掲として本学会の活動の

目標と目標達成のための活動について記載する。
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